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解
説

須

藤

健

一

解 説

調
査
地
サ
タ
ワ
ル
島

'

太
平
洋

に
は

一
万

に
お
よ
ぶ
島

々
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
島

々
は
、

語

尾
に

「
ネ

シ
ア
」
を

つ
け
て
よ
ば
れ
る
三

つ
の
島
嗅
郡

に
線
引
き

さ
れ
る
。

メ
ラ
ネ
シ
ア
、

ポ

リ
ネ

シ
ア
お

よ
び

ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
が
そ
れ

で
あ
る
。
「
ネ

シ
ア
」

と
は
、

ギ

リ
シ
ア
語

で

「
島

々
」
を
さ
し
、

右

の
三

つ
の
地
域

の
名
称
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
「
黒

い
島

々
」
、
「
多
く

の
島

々
」、
「
小
さ
な
島

々
」
を
意

味
し
て
い
る
。

本
書

で
と
り
あ
げ

ら
れ
る
ミ

ク
ロ
ネ

シ
ア
は
、
赤
道
を
は
さ
ん
で

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
北
側

に
あ
た
り
、

東

西
を

ポ
リ
ネ

シ
ア
と

フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ

ン

ド
ネ
シ
ア
と

に
画
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、

約

二
、
○
○
○
の
島

々
が
存
在
す
る
が
、
人
が
居
住
す

る
島

は
、

一
割

に
も
み
た
な

い
。
東

か
ら
、

ナ
ウ

ル
島
、
ギ

ル
バ
ー
ト
、

マ
ー
シ

ャ
ル
、

カ

ロ
リ
ン
、

マ
リ

ア
ナ

の
四
群
島

よ
り
構
成
さ
れ
る
。
最

大

の
島

で
も
、

淡
路
島
と

ほ
ぼ
同
じ

グ

ァ
ム
島

で
あ

り
、
文
字
ど

お
り

「
小
さ
な
島

々
」

の
世
界

で
あ

る
。

ミ

ク
ロ
ネ

シ
ア
は
、

一
五

二

一
年
に

マ
ゼ
ラ

ソ
に
よ
る
グ

ァ
ム
島

の
発
見
以
来
、

世
界

史
に
登
場
す
る
。
そ
れ
以
降
、
グ

ァ
ム
島
を
除
く

マ
リ
ア

ナ
、
カ

ロ
リ

ソ
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
各
群
島
は
、

ス
ペ
イ

ン
、
ド

イ
ツ
、

日
本
、

ア
メ
リ

カ
の
支
配
下

に
お
か
れ

て
き
た
。
第

一
次
世
界
大
戦

の
勃
発

(
一
九

一
四
年
)
と
と
も

に
、

ド
イ
ッ
領

で
あ

っ
た
そ
れ
ら
三
群
島

は
、

日
本
海
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

そ

し
て
、

一
九

二
〇
年
か
ら
二
五
年

間
は
、

日

本
が
国
際
連

盟

の
委
任
統
治
領

と
し
て
、
「
南
洋
群
島
」

の
名

の
も
と
に
お
さ
め
て
き

た
。

そ

の
間
、

こ
の
地
域
に
は
、

日
本

か
ら

の
農
業
移
民
、
商
人
、

軍
属
な
ど
が
住

み
、

一
九
四
〇
年
こ
ろ
の
在
留
邦
人

の
人

口
は
、
八
万
を
数

え
、

現
住
民
人

口
の
二
倍
に
も
達
し
た
。

第

二
次
世
界
大
戦
後

の

一
九
四
七
年

か
ら
、

こ
の
南
洋
群
島
は
、
ア

メ
リ
カ
の
国
連
信
託
統
治
領
と
な

っ
た
。

そ
し

て
、

一
九
八
五
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
統
治
期
限

の
終
了
後

、
そ
れ
ら
の
島

々
は
、
「
民
族
自
立
」

へ
の
道

を
歩

む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

サ
イ
パ
ン
を
中
心
と
す
る

「
北

マ
リ
ア
ナ
連
邦
」
は
、
ア

メ
リ

カ
の
自
治
領

と
し
て
の
政
治
的
地
位
が
約
束

さ
れ
て
い
る
。

そ
し

て
、
憲
法
に
核

廃
絶

を
う

た

っ
た

「
ベ
ラ
ウ

(
パ
ラ
オ
)

共
和
国
」
、

ヤ

ッ
プ
、

ト
ラ

ッ
ク
、

ポ
ナ
ペ
、

ク
サ
イ

エ

(
コ
シ
ャ

エ
)

の
四
諸
島

か
ら

な
る

「
ミ
ク

ロ

ネ
シ
ア
連
邦
」
と
ビ
キ

ニ
被
爆

で
知
ら
れ
る

「
マ
ー

シ
ャ
ル
共
和
国
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ

ア
メ
リ
カ
と

「
自
由
連
合
」

の
関
係

を
保
持
す
る

三

つ
の
自
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治
政
府
を
樹
立
す
る
準
備
に
は

い
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
現
在

一
四
万
人

の
人
び
と

の
住
む
旧
南
洋
群
島
は
、

四

つ
の

「
ミ

ニ
国
家
」
に
分
裂
す
る

の
で
あ
る
。

さ

て
、
本
書

の
舞
台
と
な
る

サ
テ
ワ

ヌ

(
サ
タ
ワ
ル
)
島
は
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
な

か
で
も
と
り
わ
け

「
ミ
ク

ロ
」
な
島

で
あ
る
。

そ
れ

は
、
行

政
的

に
は
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
連
邦

の
ヤ

ッ
プ
州

に
帰
属
す
る
人

口
五
〇
〇
人

の
島

で
あ

る
。

こ
の
島

は
、
行
政

の
中
心
地
ヤ

ッ
プ
島

か
ら
、

一
、

○

○
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た

「絶

海

の
孤
島
」

で
、
近
代
化

・
文
明
化

の
波
か
ら
比
較
的

と
り
残

さ
れ

た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

現
在

で
も
、

二
～

三

か
月
に

一
度
、

コ
ブ

ラ
の
買

い
付
け
や
生
活
物
資

の
輸
送
を
目
的
と
す
る
不
定
期

船
が
島

を
訪

れ
る
だ
け

で
あ

る
。

著
者

の
土
方

さ
ん
が
、
五
〇
年

前

に
サ
タ

ワ
ル
島

へ
赴

い
た
と
き
と
く
ら
べ
て
も
、
さ
ほ
ど
交
通

の
便
が
良
く
な

っ
て
は

い
な
い
。

そ

の
こ
と
も
あ

っ
て
サ
タ
ワ
ル
島
は
、
伝
統
的

な
生
活
様
式
を
現

在
に
伝

え
て
い
る
太
平
洋

で
も
数
少
な

い
島

の

一
つ
で
あ

る
。

サ
タ
ワ
ル
文
化

の
伝
統

性
は
、
航
海
術
に
象
徴
さ
れ
る
。

サ
タ
ワ
ル
島

は
、
裾
礁
が
発
達
し
な

い
隆
起

珊
瑚
礁
島

で
、

火
山
島
や
環
礁

島
に
く

ら

べ
、
劣
悪
な
環
境

の
も

と
に
お
か
れ

て
い
る
。
海

の
た
だ
中

の
島

と
は

い
え
、

漁
業
資

源

の
面
に
お

い
て
さ
え
、
島

の
周
辺

で
は
十
分
な
漁
獲
を
ま

か
な
う

こ
と
が

で
き
な

い
。

そ
れ

で
、
島

の
男

た
ち
は
、
さ
か
ん
に
、

遠
く

の
珊
瑚
礁
や
無
人
島

へ
魚
介
類
を
求

め
て
の
り
だ
す
。
ま
た
、
地
味
に

乏

し
い
島

の
も
と

で
は
、
食

料
資
源

や
生
活

必
需
品

の
自
給
が
不
可
能

で
あ

る
。

彼
ら

は
、
数

百
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ

た
他
島

へ
交
易

の
航
海

に
も

で
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

動

力
船
を
あ

て
に
で
き
な

い
サ
タ

ワ
ル
の
人

び
と
は
、

そ
れ
ら

の
活

動
を
昔
な
が
ら
の
カ

ヌ
ー
に
た

よ

っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
海
図

や
磁
気

コ
ン

パ

ス
の
六
分
儀
な
ど

の
文
明

の
利
器
を
用

い
な
く
て
も
、

潮
流
、
波
、
風
、
星
、
太

陽
な
ど
の
自
然
現
象
を
た
く
み
に
応
用
し
た
独
自

の
航
海
術

で

大
洋
を

の
り
き

っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な

サ
タ

ワ
ル
の
人

び
と
の
こ
と
が
、

数

年
前

に
日
本
や
ア

メ
リ
カ
で
話
題

に
の
ぼ

っ
た

こ
と
が
あ
る
。

一
九

七
五
年
、
沖

縄

で
開
催

さ
れ
た
国
際
海
洋
博
覧
会

に
は
、

サ
タ

ワ
ル
の
男
六
人
が

一
そ
う

の
カ

ヌ
ー
を
操

っ
て
参
加
し
た
。

サ
タ

ワ
ル
か
ら
沖
縄

ま

で
三
、
○
○
○
キ

目
メ
ー
ト
ル
の
海
を
制
覇
し
た
彼
ら

の
航
海
術

の
優
秀
さ
が
遺
憾
な
く
証
明
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

ま
た
、
翌

一
九

七
六
年

に
は
、

ア
メ
リ

カ
の
独
立

二
百
年
祭

を
記
念

し
て
企
画
さ
れ
た

ハ
ワ
イ
ー

タ

ヒ
チ
島
間
、

四
、
五
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

航
海
を
指
揮
し
た

の
も
、

サ
タ
ワ
ル
の
航
海
者

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
古
代

ハ
ワ
イ

の
ダ
ブ

ル

・
カ

ヌ
ー
を
復
元
し
、
伝
統
的
航
海
術

に
基
ず

い
て

ハ
ワ
イ
人

の
故
地
、

タ

ヒ
チ
島

へ
た
ど
り

つ
こ
う
と

い
う
実
験

航
海

で
あ

っ
た
。

こ
の
航
海

の
成
功
に
よ

っ
て
サ
タ
ワ
ル
の
航
海
術

が
、

「
ポ
リ
ネ

シ
ア
の
海
を
征
服
し
た
」

と
、
大
き
な
反
響
を

よ
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

彼

ら
は
、
現
代

の
機
械
文
明

の
恩
恵

に
浴

さ
な
く

て
も
、
太
平
洋

の
大
海
原

を
奔
放

に
往
来

で
き
る
独
自

の
航
海

術
を
あ
み
だ
し
た
偉
大
な
海
洋
民

の
末
畜

な
の
で
あ

る
。

著
者
が
五
〇
年
前

に
、

こ
の
サ
タ
ワ
ル
の
文
化

に
注

目
し
て
、

調
査

の
対
象
地

と
し
た
こ
と
は
、
氏

の
卓
見
と

い
え

よ
う
。
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著
者

の
経
歴
と
著
作

本
書

の
内
容

の
解
説

に
は
い
る
ま
え
に
、
著
者

の
経

歴
と
著
作
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

解 説

経

歴

一
九
〇
〇

(明
治
三
三
)
年
、
東
京
小
石
川

で
生

ま
れ
る
。

父
は
陸
軍
大
佐
、
土
方

久
路
。

一
九

一
九

(大
正
八
)
年
、
東
京
美
術
学
校

(現
東
京
芸
術

大
学
)
彫
塑
科

に
入
学
。
在
学
中

か
ら

二
科
展

に
石
膏

彫
刻
を
出
品
。

一
九

二
四

(
大
正

一
三
)
年
、
東
京
美
術
学
校
彫
塑
科
卒
業

。
以
後
、

パ
ラ
オ
に
赴
く
ま

で
石
膏

彫
刻

お
よ
び
木
彫

の
作
品
を

二
科
展
、
院
展

に

出
品
し
、
ま
た
個
展
も
ひ
ら
く
。

一
九

二
九

(昭
和
四
)
年
、

二
九
歳

の
春

に
パ
ラ
オ

へ
渡
る
。
以
後
、

二
年
半
パ
ラ
オ
に
住

み
、
絵
画
、
木
彫
な
ど

の
創
作
活
動

に
は
げ

む
か
た

わ
ら
、
パ
ラ
オ

の
民
族
芸
術

の
調
査
や
民
族
学
的

調
査
を
お
こ
な
う
。

ま
た
、
パ
ラ
ナ
南

西
離
島

へ
も
足
を

の
ば
し
、
調
査

を
実
施
す
る
。

一
九

三

一

(昭
和
六
)
年

一
〇
月
、

三

一
歳

の
と
き

に
、

ヤ

ッ
プ
離
島

を

一
巡

し
て
サ
タ
ワ
ル
島
に
は
い
る
。

以
後
七
年
間
、

こ
の
島

で
精

力

的

に
油
絵
、
木
彫

の
製
作
に
は
げ

む
。
同
時

に
サ
タ
ワ
ル
社
会

の
文
化
全
般

に

つ
い
て
の
参

与
観

察
を

つ
づ

け
る
。

一
九

三
九

(昭
和

一
四
)
年

一
月
、

サ
タ
ワ

ル
か
ら

パ
ラ
オ

へ
戻
る
。
南
洋
庁
物
産
陳
列
所

の
嘱
託
と
な

っ
て
、

パ
ラ
オ
住
民

の
生
活
慣

行
、
遺

跡

・
遺
物

の
調
査
研
究
と
民
具

の
収
集

に
従
事
す
る
。

一
九

四

一

(昭
和

一
六
)
年
、

カ

ロ
リ

ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
島

々
を

一
〇
〇
目
間
に
わ
た

っ
て
巡
航
し
、
各
島

の
社
会
組
織
と
く

に
土
地
制
度

な

ど

の
調
査

に
あ

た
る
。

一
九
四
二

(昭
和

一
七
)
年

三
月
、
帰
国
。

一
二
月

に
は
、
陸
軍
嘱

託

の

「
ボ

ル
ネ
オ
調
査
団
」

の
民
族
班
長
と
し
て
北
ボ

ル
ネ

オ
に
わ
た
る
。

こ

の
年

に
、
『
パ
ラ
オ

の
神
話
伝
説
』
、

翌
年

に

『
流
木
』
を
出
版
。

一
九
四
四

(昭
和

一
九
)
年
、
ボ

ル
ネ
オ
よ
り
香
港
経

由

で
帰
国
。

一
九
四
五
-

六
〇

(昭
和
二
〇
⊥

二
五
)
年
、
『
サ
テ
ワ

ヌ
島
民
話
』
、
『
文
化

の
果

に
て
』
お
よ
び

サ
タ
ワ
ル
、

パ
ラ
オ
関
係

の
論
文

を
あ

い
つ
い

で
発
表
す

る
。
同
時
期

に
、
石
膏
、
ブ

ロ
ン
ズ
、
木
彫

レ
リ
ー
フ
な
ど

の
創
作
活
動

に
は
げ
み
、
数

度

の
個
展
を
ひ
ら
く
。

(
以
後

一
九
七

〇

(昭
和
四
五
)
年
に
か
け
て
の
創
作
活
動

お
よ
び
随
筆
、

詩
集

の
編
集
な
ど

の
成
果

に
つ
い
て
は
、

『
同
時
代
-

特
集

・

(1
)

土
方
久
功
』
を
参
照

さ
れ
た
い
。
)

一
九
七
七

(
昭
和
五
二
)
年

一
月

=

日
、
東
京
、
東
電
病
院
に
て
死
去
、
享
年
七
六
歳
。

393



土
方

さ
ん
は
、
昭
和

四
年
、
単
身

で
南
洋

へ
渡
航
す
る
。

若
き
芸
術
家

・
土
方

久
功

さ
ん
が
南
洋

の
小
島

に
魅

せ
ら
れ
た
背
景
に
は
、

二
つ
の
動

機
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
、
ゴ

ー
ガ
ン
の
タ
ヒ
チ

で
の
生

活

へ
の
憧
憬
、
「
南
洋
原
始
」
に
身
を

お
く

こ
と

に
よ

っ
て

「
日
本
+
原
始
」
を

つ
く
り
だ
そ

(2
)

う
と
し
た
芸
術

家
と
し
て
の
探
究
心

で
あ
る
。
も

う

一
つ
は
、
民
族
学
的
な
関
心
で
あ

る
。

土
方

さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
、

考
古

学
、

民
族
学
、

言
語
学

に
興
味

を
も

っ
て
い
た
。

鳥
居
竜
蔵
、
西
村
真

次
、
松
岡
静
雄
、
金
田

一
京
助
な
ど

の
日
本
人

の
著
作
を
読
み
あ
さ
る
だ
け

で
な
く
、

フ
レ

ー
ザ

ー

(
孚
欝
①び

旨
゜
ρ
)

の

『
金
枝
篇
』
、

ペ
リ
ー

(℃
①護
ざ

乏

゜
↑
)

の

『
太
陽

の
子
』
な
ど
に
も
目
を
向

け
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
と
お
し
て
、

土
方
さ

ん
は
、
「
未
開
社
会
」
な

い
し

「
未
開
人
」

に
た

い
す

る
イ
メ
ー
ジ
を

か
た
め
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
パ

ラ
オ

で
の
二
年
半
の
生

活
で
み
た
も

の
は
、

土
方

さ
ん
が
頭

に
描

い
て
い
た
自
由

で
明
る

い

「
未
開

人
」

の
イ
メ
ー
ジ
と

は
ほ
ど
遠

い
も
の
が
あ

っ
た
。

そ

こ
に
は
、

「植

民
地
支
配
」
を
し

い
ら
れ

っ
つ
あ

る

「
半
未
開
人
」

の
す
が
た
が
あ

っ
た
。

よ
り

「
原
始
」
な
世
界
を
求
め

た
結
果
、

「
海
上
の
島

・
サ
テ
ワ
ヌ
」
に
ゆ
き

つ
く

こ
と

に
な
る
。

サ
タ

ワ
ル
島

は
、

土
方

さ
ん
に
と

っ
て
、

芸
術
家
と
し
て

の
探
究

心
と
民
族
学

的

興
味

と
を
み
た
し
て
く
れ
る

「
理
想

」
の
島

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

土
方

さ
ん
は
、
『
流
木
』

の
序
文

で
、

民
族

学

(
者
)
と
そ

の
道

に
素
人

で
あ
る
自

分
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
述

べ
て
炉
る
。

「
私
は
、
民
族
学
、
人
類
学

の
論
文

な
ど
は
書

け
な

い
」

け
れ
ど
も
、

真
面

目

で
嘘

の
な

い
資
料
を
専
門
家

に
提
供
し

て
、

「
た
だ
少

し
で
も

お
役

に
立
て
れ
ば

幸

い
で
あ

る
」
と

〔土
方

一
九
四
三

"
四
〕。

こ
の
土
方
さ

ん
の
本
意

は
、

後
述

す
る
著
作

と
論
文

と
に
貫
き
と

お
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
世
に
出
す

原
点
と
な

っ
て
い
る
。

著
作

と
論
文

著

作

『
ヤ

ッ
プ
離
島

サ
テ

ワ
ヌ
島

の
神

と
神
事
』

一
九
四
〇
年
、
南

洋
群
島
文
化
協
会
、

一
ー
六

三
頁

(本
書
第
五
章
に
所
収
)
。

『
流
木
』

一
九
四
三
年
、
小
山
書
店

(
一
九
七

四
年

に
未
来
社
よ
り
、
『
流
木
ー

ミ

ク
ロ
ネ

シ
ア
の
孤
島

に
て
ー

』
の
題
名

で
覆
刻
)
。

『
サ
テ

ワ
ヌ
島

民
話
』

一
九
五

三
年

三
省
堂

(
一
九
七
六
年

に
ア
ル
ド

オ
よ
り
、
『
覆
刻

・
サ
テ

ワ
ヌ
島

民
話
ー

、ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の

孤

島

に
て

ー

』

の
題
名

で
復
刊
)
。

『
文
化

の
果

に
て
』

一
九

五
三
年
、
龍
星
閣
。

論

文

「
ヤ

ッ
プ
離
島

サ
ト
ワ
ル
島
島
民

の
慣
習
」
『
中
央
大
学
学
報

』
六
五
号
、
三
ー

三
二
頁
、

一
九

三
九
年
。

394



「
ヤ

ヅ
プ
島
及
び
パ

ラ
オ

の
離
島
に
於
け
る
財
産
並
び

に
職
権

の
相
続
に
就

い
て
」
『
太
平
洋
』

三
巻

四
号
、

一
一
七
-

一
四
〇
頁
、

一
九
四
〇
年

(
本
書
第
七
章

お
よ
び
第

八
章

に
所
収
)
。

「
サ
テ

ワ
ヌ
島

に
於

け
る
子

の
養
育
と
性
的
秩
序
」
『
東
亜
論
叢
書
』
第

四
巻
、

二
四

一
-

二
六

一
頁

、
文
求

堂
、

一
九

四

一
年
。

「
サ
タ
ワ
ル
に
於
け
る
漁
法
-

並
に
漁
魚
乃
至
魚
に
関
す
る
呪
儀
、

禁

忌
其
他

I

」
『
人
類
学
雑
誌
』

五
六
巻

六
号
、

三

一
〇
1
三

二
六
頁
、

一
九

四

一
年
。

「
サ
タ
ワ
ル
島

に
於

け
る
葬
儀
-

並
に
死
及
び
葬
儀

に
関
連
す
る
呪
儀
、
禁

忌
其
他
1

」
『
民
族
学
研
究
』
七
巻

二
号
、

一
二
ニ
ー

=
二
四
頁
、

一
九
四

一
年

(
本
書
第
五
章

お
よ
び
第

六
章
に
所
収
)
。

「
サ
タ
ワ
ル
島

に
於
け
る

〈
稜
れ
屋
〉

に
就

い
て
」
『
民
族
学
研
究
』
八
巻

一
号

、
八
三
-

九
四
頁
、

一
九
四

二
年
。

「
南
洋
土
人

の
結
婚

・
離
婚

・
姦
通
」
『
季
刊
人
間
研
究
』
二
五
-

三
九
頁
、
国
土
社
、

一
九
五
二
年

(本
書
第
六
章

に
所
収
)
。

「
女
系
社
会

に
お
け
る

〈
父
〉
」
『
女

性
と
経
験
』

二
巻

一
号
、

一
〇
1

一
六
頁
、
女
性
民
俗
研
究
会
、

一
九
五
七
年
。

「
サ
ト
ワ

ヌ
島

の
神
愚
り
」
『
女
性
と
経
験
』

三
巻

一
号
、
八
i

二

二
頁
、
女

性
民
俗
研
究
会

解 説

『
流
木
』
、
『
サ
テ

ワ
ヌ
島

民
話

』
が
、

一
九
七
〇
年
代

に
覆
刻
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、

土
方
さ
ん
の
収
集

さ
れ
た
資
料

の
質
と

そ
の
記
述
内
容

は
、
現
在

で
も
人
類
学
、
民
族
学
、

神
話
学
お
よ
び
言
語
学

の
研
究
分
野

で
高

い
価
値

を
も

ち

つ
づ
け

て
い
る
。

い
ず
れ

の
著
作

に

お

い
て
も
、
七
年
間

の
生
活
体
験
、
緻
密
な
観
察
眼

と
優
れ
た
言
語
能
力
と
に
よ

っ
て
、

サ
タ
ワ
ル
島
の
人
び
と
の
生
き
ざ
ま
が
平
淡
な
筆
致

で
描

き
ぬ
か
れ
て
い
る
。

『
流
木
』

は
、

一
九
三

一
年

一
〇
月

に
、

土
方
さ
ん
が

サ
タ

ワ
ル
島

に
上
陸
し
て
か
ら

一
年
間

の
あ

い
だ

に
お

こ
っ
た
出
来
事

を
日
記
の
体
裁

で
詳
細

に
書
き
綴

っ
た
も

の
で
あ

る
。
そ

の
内
容

は
、

サ
タ

ワ
ル
社
会

の
忌
避
習
俗
、

通

過
儀
礼
、
社
会
組
織
、
財
産

の
所
有

形
態

か
ら
、
人
び
と

の
労
働
慣
行
、
航
海

へ
の
情
熱
、

呪
術
、
宗
教
的
観
念
な
ど
広
範
な
分
野

に
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
著
書

で
、
土
方
さ

ん
は
、
私
見

や
主
観
的

価
値
観

を
は
さ
む
こ
と
な
く
、

サ
タ

ワ
ル
の
人

び
と

の
あ
り

の
ま
ま

の
生

活
の
営

み
を
描

い
て
お
り
、

こ
れ
は
、

一
九

三
〇
年
代

の
サ
タ

ワ
ル
社
会

の
貴
重
な
生

活
記

録
で
あ

る
。

『
サ
テ

ワ
ヌ
島

民
話
』

に
お
い
て
は
、

島

の
人

び
と
が
語
り

つ
い
で
き
た

一
八
〇
編
余

り
の
神
話

や
民
話
を
お
さ
め
て
い
る
。
そ

の
う
ち

の
二
七

(3
)

編

は
、

サ
タ
ワ
ル
語
と
日
本
語

と
の
対
訳
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、

正
式
な
言
語
学

の
教
育

を
う
け
な

か

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
土
方
さ

ん
の
奇
才

と
も

い
え
る

「
語
学
力
」
が
存
分

に
発
揮
さ
れ

て
い
る
。

サ
タ
ワ
ル
語

は
、

九
個

の
母
音
と
二
個

の
半
母
音
、
子
音

で
も

そ
り
舌
共

鳴

音
、

鼻

音

(
本
書

一
〇
頁
、
音
声
表
記
表
参
照
)
な
ど

で
構
成
さ
れ
、

日
本
語

に
く
ら

べ
、

は
る
か
に
複
雑
な
発
音
体
系
を
示
し
て

い
る
。
土
方

さ
ん
は
、
そ
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れ
ら

の
音
声
と
音
素
を
的
確

に
聞
き
分
け

て
、
独
自

の

一
貫

し
た
ア
ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
に
よ
る
表
記
法

で
記
述

し
た
。

ま
た
、

一
九
三
〇
年
代

に
二
〇

〇
編
に
も
お
よ
ぶ

口
頭
伝
承
を

こ
の
地
域

で
収
集

し
た
研
究

家
は
西
欧

に
も

い
な

い
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
著
書
を

と
お
し

て
土
方
さ
ん
が
精
根
を

こ

め
た
仕
事

の
偉
大
さ
が
う

か
が

え
る
。

『
文
化
の
果

に
て
』

は
、

パ
ラ
オ
と

サ
タ
ワ
ル
で
の
生

活
の
断
片

を
、

多
く

の
木
版
画
を
挿
入
し
て
書

き
し
る
し
た
紀
行
文

で
あ
る
。
こ
の
書

の

序
文

で
高
村
光
太
郎
は
、
土
方

さ
ん
の
浮
彫
木
彫
が
、
「
原
始
感
プ

ラ

ス
現
代
感

の
美

は
ち

ょ

っ
と
類
が
な

い
」

と
評

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

芸

術

家
と
し

て
求
め

て
い
た

「
原
始
+
日
本
」

の
作
品
を

つ
く
り
あ
げ

た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
解

せ
よ
う
。

ま
た
、
土
方
さ
ん
は
、

サ
タ
ワ
ル
島

に
関
し

て
だ
け

で
も
九
編
の
論
文

を
発
表

し
て
い
る
。
パ

ラ
オ
に

つ
い
て
は
、
著
書

『
パ
ラ
オ

の

神

話

伝

説
』
大
和
書
店
、

一
九
四

二
年
(=
=

書
房
よ
り
復
刊
の
予
定
)
と

一
六
編
の
論
文
が
公

に
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
う
ち

の
三
論
文
、

「
パ
ラ
オ
島
民

の
親
族

縁
族
」
(『科
学
南
洋
』
三
巻

一
号
、
二
七
i
四
二
頁
、

一
九
四
〇
)
、

「
パ
ラ
オ
の
石
神

及

び
石
製
遺
物
」

(『
民
族
学
研
究
』
二
〇
巻
三

・
四
号
、

一
-
五
三
頁
、

一
九
五
六
年
)、

「
パ
ラ
オ
紋
様
土
器
片
採
集
記
」
(『
人
類
学
研
究
』
七
巻

一
号

・
二
号
、
六
六
ー
八
九
頁
、

一
九
六
〇
年
)
は
、

一
九
七

三
年

に
グ

ァ
ム
大
学

の

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
地
域
調
査

セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物

と
し
て
英
訳
さ
れ
た
。

土
方
さ
ん
の
論
文
が
掲
載

さ
れ
た
雑
誌

『
民
族
学
研
究
』
、
『
人
類
学
雑
誌
』

は
、

い
ず
れ
も

日
本
民
族
学
会
、
日
本
人
類
学
会

の
学

術
機
関
誌

で
あ

る
。

本

書
の
構
成

と
内
容

本
書

は
、
長
期

の
イ

ン
テ
ン
シ
ィ
ヴ
調
査
に
よ
る

サ
タ

ワ
ル
社
会

の
記
述

と
短
期

の

エ
ク

ス
テ

ン
シ

ィ
ヴ
調
査

に
基
ず
く

カ

ロ
リ
ン
、

マ
ー
シ

ャ

ル
諸
社
会

の
素
描
と

い
う

二
部

で
構
成
さ
れ
る
。

一
つ
の
民
族
誌
を
ど
う
読

む
か
は
読
者
個

々
の
自
由

で
あ
り
、
余
計
な
解

説
な
ど
無

い
方

が
ま
し

で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
認
識

に
た

っ
た
う
え

で
、
本
書

の
内

容
を

整
理
し
、
若

干
の

コ
メ
ン
ト
を
く
わ
え

て
み
よ
う
と
思
う
。

第

一
章

は
、

サ
タ
ワ
ル
島

の
自

然
環
境
お
よ
び

サ
タ
ワ
ル
語

に
関
す
る
紹
介

で
あ
る
。

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
言
語
は
、
オ
ー

ス
ト

ロ
ネ
シ
ア

(
マ
ラ

ヨ
ーー
ポ
リ
ネ
シ
ア
)
語
族

に
属
し
、
核

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
語

と
西
部

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
諸
語

(
チ

ャ
モ
ロ
、

ヤ

ッ
プ
、
パ

ラ
オ
)

と
に
大
別

さ
れ
る
。

前

者
は
、

ナ
ウ
ル
、
ギ

ル
バ

ー
ト
、

マ
ー

シ
ャ
ル
、

コ
シ
ャ

エ
、
ポ

ナ
ペ
と

ト
ラ

ッ
ク
の
六

つ
の
語
群

に
分
類

さ
れ
る
。

サ
タ

ワ
ル
語

は
、
束

は
モ

ー
ト

ロ
ッ
ク
諸
島

か
ら
、
西
は
パ
ラ
オ
南

西
の
ト
ビ
島

に
い
た
る
珊
瑚
礁

の
島

々
の
言
語

と
と
も

に
、

ト
ラ

ッ
ク
語
群
に
含

ま
れ

る
。

し

た

が

っ

て
、
本
書

は
、
核

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
諸
語
、
ト
ラ

ッ
ク
語
群

に
帰
属
す
る
社
会

の
調
査

に
力
点
を
お

い
た
こ
と
に
な
る
。

第

二
章

か
ら
第
四
章
ま

で
は
、

サ
タ

ワ
ル
の
政
治

お
よ
び
社
会
構
造

に
つ
い
て

の
詳
細

な
記
述

で
あ

る
。

サ
タ
ワ
ル
社
会

で
は
、
生
産
手
段
、

つ

マ

ま
り
土
地
お
よ
び
食
料
資
源
を
所
有
し
、
婚
姻

を
規
制
す
る
基
本
的

な
社
会
集

団
は
、

ヤ
イ
ナ
ン
と
よ
ば
れ
る
母
系

出
自
集
団

(
ぎ

$
σq
。

な

い

し

。
ぽ
5
氏
族
)

で
あ
る
。

系

図
か
ら
も

明
ら

か
な
よ
う

に
、
そ

の
集

団
は
、

四
～
五
世
代
間

の
女
系

の
系
譜
関
係
を
共
有
す
る
人
び
と
よ
り
構

成

さ
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解 説

ミ

れ

る
。

輔
九

三

一
年

の
段
階

(
現
在
も
同

じ
)

で
、
八

つ
の
ヤ
イ
ナ

ン
が
三

つ
の
首
長
氏
族
と
五

つ
の
平

民
民
族
と

に
分
化
し

て
い
る
。

こ
の
階
層
化

は
、

サ
タ
ワ
ル
島

へ
の
移
住

の
歴
史
的

順
位

に
基
ず
く
。

最
初

に
島

へ
定
住
し
て
島

を
占
有

・
統
治
し
た
氏
族
が
、
島
の
第

輔
首

長

の
地
位

に

つ
い
た
。
そ
の
氏
族

は
、
後
続

の
移
住
者

に
、
土
地
を
分
割
贈
与

し
、

そ
れ
ら
を
輩
下
に
置

い
た
。

サ
タ
ワ
ル
の
人
び
と
は
、

口
頭

伝
承

に
よ
る

こ
の
歴
史
を

「
事
実
」
と
信
じ

て
い
る
。

こ
の
氏
族
起
源
説
話

は
、

一
族

の
重
要
な

「
秘
密

の
知
識
」

で
、
世
代

を

こ
え

て
継
承
さ
れ

て

い

る
。そ
し

て
、
そ
れ
に
裏
づ

け
れ
ら
れ
た
氏
族
間

の
序
列
は
、

土
地
の
分
与
を
う
け
た
氏
族
員
が
第

一
位

氏
族
の
首
長

に
、
毎
年
、
初
物

(
パ

ン
ノ
キ

の
実
)
を
献
上
す
る
行
為

に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

氏
族

の
移
住
順
位
に
よ

っ
て
、
集
団

の
政
治
的
地
位
差
を
規
定

す
る
慣
行

は
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
珊
瑚
礁

の
島

々
に
共
通
す
る
。

わ
ず

か
、

数
百

の
人

口
し
か
擁
さ
な
い
島
社
会

で
も
、
主
-
従

の
身
分
階
層
制

に
よ

っ
て
社
会
秩

序
が
確
立
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。

第

三
章

で
は
、
と
く

に
社
会
関
係

の
類
別
原
理
と
そ
れ

に
基
ず
く
行
動
規
範
が
具
体

例
を
も

と
に
描

か
れ

て
い
る
。

サ
タ

ワ
ル
の
関
係
名
称

に
は
、

「
お
と
う
さ
ん
」
と
か

「
お
ば
あ
さ
ん
」
と

い
う
呼
称
が
な

い
。
他
者

へ
の
呼
び
か
け
は
、
す

べ
て
個
人
名
が
も
ち

い
ら
れ
る
。

し
か
し
、

二
者

の

関
係
を
表

わ
す
名
称
、

「
あ
の
人
は
、
私

の

ハ
ハ
で
す
」
と

い
う
よ
う
な
指

示
名
称

は
存
在
す
る
。
そ
の
名
称
体
系

は
、
基
本
的

に

は
、
世
代

(
ハ
ワ

イ
)
型

に
属
す
。
世
代
が
上

の
男
性
は
、

チ
チ
、
女

性
は

ハ
ハ
、
同
世
代

は
キ

ョ
ウ
ダ
イ

(
性
別

の
区
別
あ
り
)
、
下
の
世
代

は
、
す

べ
て

コ
ド

モ
で

あ
る
。

た
だ
し
、
母

の
男
性

キ

ョ
ウ
ダ
イ
と
そ
の
姉
妹

の

コ
ド

モ
と

の
関
係

を
さ
す
特
別

の
用
語
が
存
在
す
る
点

で
、

ハ
ワ
イ
型
の
典
型
と

は
異
な

る
。

ヘ

へ

こ
れ

は
、
母
方

オ
ジ

(
ツ
ク
フ
ァ
イ
)

と
姉
妹

の

コ
ド

モ

(
フ
ァ
ツ
ウ
)
と

の
関
係

の
強
調
を

示
す
も

の
で
あ
る
。

母
系
社
会

に
お
い
て
は
、
集

団
の
財
産
を
管
理
し
、
秩
序
を
維
持

す
る
責
任

者
は
、

チ
チ
で
は
な
く
て
母
方

の
オ
ジ

で
あ

る
。

そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
職

権
は
、
母
方

の
オ
ジ

か
ら

姉

妹
の

ム
ス
コ
へ
と
う
け

つ
が
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ら

の
用
語
は
、

集

団
統
轄

の
地
位
継
承

の
す
じ
を
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
著
者

は
、

こ

の
継
承
方
式
を
将
棋

の
桂
馬

の
動
き

に
比
定
し
て
、
「桂
馬
相
続
」
と
説
明
し
た
。

前

述
の
対
人
関
係

の
類
別
法

に
よ
る
な
ら
、

あ
る
人

は
、

一
〇
人
も

の
チ
チ
、

二
〇
人
も

の
キ

ョ
ウ
ダ
イ
を
も

つ
こ
と
に
な

る
。
そ

の
た
め

に
、

彼

ら
は
、
自
他

の
集
団
成
員
を
識
別
す

る
行
動
規
範
を
も
う
け

て
い
る
。

そ
れ
が
、
同
じ
氏
族
員
ど
う
し
に
義
務
づ

け
る
禁
忌
事
項

で
あ
る
。
具
体

的

に
は
、
丁
寧
語

の
使
用
、
尊

敬
行
為
、
直
接
的
接
触

の
禁
止
、
卑

狼
語

の
忌
避
な
ど

で
あ
る
。

サ
タ
ワ
ル
社
会

で
は
、
親
族
紐
帯

の
か
な
め
は
、

親
i
子
関
係

で
な
く
、
キ

ョ
ウ
ダ
イ
関
係

に
あ

る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
性
関
係
や
結
婚

の
忌
避
表
現

の
象
徴

と
し

て
、
前
述

の
諸

規
範
が
と
く

に
異
性

の
キ

ョ
ウ
ダ
イ
間
に
厳
し
く
課

せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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妻
方
居
住
方
式
を
と
る

こ
の
社
会

で
は
、

日
常
的
な
生
活
を
営
む
単
位

は
、

同
じ
氏
族

の
女
性
成
員
と
彼
女
た
ち
の
夫
た

ち
、
彼
ら

の
子
ど
も
お

よ
び
未
婚

の
男
性

で
あ
る
。

そ
れ

に
、
養
子
が
く
わ
わ
る
。
こ

の
集
団

は
、

母
系
拡
大
家
族
と
よ
べ
る
。
婚

入
し
た
男
性

は
、
主

に
、
妻

の
集

団

の

財
を
使
用
し
て
妻

や
子
ど
も

の
食
料

の
獲
得
活
動

に
従
事
す
る
。

し
か
し
、

子
ど
も

の
し

つ
け
や
教

育
に
強

い
権
限
を
も

つ
の
は
、

ほ
か
の
集

団
に

婚
出
し

て
い
る
妻
の
男

性
キ

ョ
ウ
ダ
イ

で
あ
り
、
父
親
は

「
養
育

者
」
と

し
て
だ
け

の
地
位
に
あ
ま
ん
じ
る
。

妻

は
、
夫
が
子
ど
も

の
養
育
や
食

べ

も

の
を
う
る
た
め
の
労
働
を
怠

け
た
場
合

に
は
、
「
追

い
出
す
」
権
利
を
も

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

男

性
は
、

自
分

の
集
団

に
は
集

団

の
監
督

者
と
し

て
の
権
限
を

も

つ
が
、
婚
出
し
た
妻

の
集
団

に
お

い
て
は
、

「
よ
そ
も

の
」

で

「
低

い
」
地
位
に
お
か
れ

る
と
い
う
、
両
義
的
存
在

で
あ
る
。

第
五
章

で
は
、
カ
、ミ
ガ
、ミ
の
体
系

お
よ
び
霊
魂
観
を
と
り
あ
げ

て

い
る
。

サ
タ
ワ
ル
の
人
び
と
が
、

一
九
五
三
年

に

一
斉

に
キ
リ
ス
ト
教

へ
改
宗

し
た

こ
と
も
あ

っ
て
、

こ
の
記
述

は
、
記
録
と
し

て
重
要
な
意
味

を
も

つ
。

人
び
と

の
伝
統
的
な
生
活
は
、
カ
ミ
と
の

つ
き
あ

い
で
な
り
た

っ
て

い

た
。

カ
ヌ
ー

の
建
造

、
航
海
、
漁

携
、

タ

ロ
イ

モ
や

パ
ン
ノ
キ

の
栽
培
か
ら
嵐

し
ず

め
、

病
気
治
療
、
人
生
儀
礼

に
い
た

る
ま
で
、
す

べ
て
個
別

の

カ
ミ
と
関
連
す
る
儀

礼
が
実
修

さ
れ

て
い
た
。
し

か
し
、
著

者
は
、
ど
う

し
た

わ
け

か
、

サ
タ
ワ
ル
の
人
び
と
の
生
存

の
根

本
と
な

っ
て
い
た
カ
ミ

と
の

つ
き
あ

い
の
実
際
に
は
、
深

く
立
ち

い
っ
て
い
な
い
。

そ

の
種

の
儀
礼
は
、
厳
し

い
禁

忌
を

と
も

な
う
秘
儀

で
、
部
外
者

の
参
与
を
拒
否
す
る

性
格

の
も

の
で
あ

っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、

カ
ミ
観
念

の
具
現
化

で
あ

る
儀
礼

の
記
述
が
欠
如
し

て
い
る
点
が
本
章

の
大
き
な
弱
点

で
あ

る
。

第

六
章

で
著
者

は
、

サ
タ

ワ
ル
の
人
び
と
の

一
日
、

一
年
、
そ
し

て

一
生
に
お
よ
ぶ
生
き
ざ

ま
と
生
き
が

い
を
、

実
在
す
る
個
人

の
生

活
史
を

と

お
し

て
克
明

に
描
き
あ
げ
て

い
る
。

限
定

さ
れ
た
食
料
資
源

の
保
護
と
利
用
、

男
女

の
分
業
と
競
争
的

生
産
活
動
に
よ
る
資
源

の
活
性
化
、

「島

の

食

べ
も

の
」

に
た

い
す
る

「
共
有

」
お
よ
び
成
文
法
を
も

た
な

い
社
会

で
の

「
恐
れ
」

と

「
恥
」

の
観
念

に
依
拠
す
る
人
び
と

の
行
動
様
式
な
ど
、

著
者

は
、

サ
タ
ワ
ル
の
人
び
と
が
教
え
て
く
れ

た
あ

り
の
ま
ま
の
こ
と
を
忠
実

に
報

告
し
て

い
る
。

こ
の
核
心

に
せ
ま
る
記
述

法

は
、

「
民
族
誌
」

の
真
髄
を
な
す
も

の
で
あ
る
。

第
七
章

は
、
島

の
生
活

で
も

っ
と
も
重
要

な
生
活
資
源

の
基
礎

と
な
る
土
地
と
樹
木

(
コ
コ
ヤ

シ
と
パ
ソ
ノ
キ
)

の
所
有
と
相
続
に

つ
い
て
の
記

述

で
あ
る
。
注
目

さ
れ
る

の
は
、
母
系
社
会

に
お

い
て
、

そ
れ

ら
の
財
が
、

母
系
相
続
だ
け
で
な
く
、
男

の
集
団
が
、
そ

の
集

団
か
ら
婚

出
し
た
男

の
子

ど
も
に
も

い
く
ら

か
の
財
を
贈
与
す
る
点

で
あ
る
。

つ
ま
り
、

父
-
子

の
関
係

で
も
財

の

一
部
が
相
続

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

サ
タ
ワ
ル
の
人

び

と
は
、

母
系

の
系
譜
を
と

お
し

て
相
続
さ
れ
る
も

の
を
集

団
の

「
幹

と
な
る
財
」
、

男
系
的

に
移
譲

さ
れ

る
そ
れ
を

「
贈
ら
れ
る
財
」

と
類
別
し
て

い
る
。
後

者
は
、
集
団
間
を
財

の
使
用
権

の
み

で
あ
る
が
、
男
性

の
移
動

と
と
も

に
流
通
す
る
性
格
の
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

は
、
集

団

の
財

の
保
有
量
と
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解 説

成
員
人

口
と
の
均
衡
を
保

つ
た

め
の
実
に
合
理
的

な
方
法

で
あ
る
。

こ
れ

は
、
資

源
に
恵
ま
れ

な
い
島
世
界

に
お
い
て
、
集
団
構
成

の
原
理
を
母
系

出
自

で
貫
徹
し
な
が
ら
、
集
団

の
人

口
増
加
を
男
系
的
な
財
の
移
譲

に
よ

っ
て
補
完
す
る
制
度
と

い
え
よ
う
。

第
八
章
は
、

カ

ロ
リ
ン
諸
島

の
社
会
組
織

の
記
述
と
比
較

で
あ
る
。

著

者
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、

パ
ラ
オ

の
南

西
離
島
以
外

は
、
す
べ

て
母

系
出
自
妻
方
居
住
、

母
系
相
続
が
卓
越
す
る
。

こ
の
母
系
制

の
普
遍

性
は
、

ど

の
よ
う

に
解

釈
す
べ
き

で
あ
ろ
う

か
。

ま
た
、

サ
タ
ワ
ル
の
よ
う
に

「
典
型
的
」
な
母
系
社
会
も
あ
る
が
、
ド
イ

ツ
や
日
本
統
治
時
代

に
父
系
優
先

の
政
策
、

男
性

の
現
金
獲

得
に
よ
る
男
性
の
経
済
的
役
割
が
強
ま

っ

く

た
ト
ラ

ッ
ク
や
ポ
ナ
ペ
の
よ
う
に
、
父
系
的
な
集

団
構
成
が
顕
著

に
な

っ
て
き
た
社
会
も
あ
る
。

そ

の
意
味

で
、

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
社
会

は
、
本
書

の

資
料
と
現
在

の
調
査
研
究

と
に
よ

っ
て
、

人
類
学

の
古
く
て
新
し

い
問
題

で
あ

る
母
系
制

か
ら
父
系
制

へ
の
移

行
過
程

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
解

明
す
る

た
め
の
、
重
要
な
デ

ー
タ
を
提
供

し
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。

民
族
誌

家
と
し
て
の
土
方
久
功

『
流
木
』
と
本
書
は
、
前

述
し
た
よ
う

に
、

サ
タ
ワ
ル
の
社
会
と
文
化

に

つ
い
て
の
総
合
的
記
述

で
あ
る
。

土
方

さ
ん
は
、
そ
こ

で
、

サ
タ
ワ
ル

の
人
び

と
の
心

(
エ
ト

ス
)

を
も
把
握

し
描
き
あ
げ

て
い
る
。

そ
れ
ら

の
記
述
内
容

は
、
文
化
人
類
学
や
民
族
学
を
専
攻
す

る
学
徒

の
仕
事
と
比
較

し
て
も
決
し

て
遜
色
が
な

い
。

逆
に
、
人
類
学
徒

に
よ
る

一
年
程
度

の
調
査

で
は
う

み
だ
す

こ
と

の
で
き
な

い

「
事
実
を
し
て
語

ら
し
め
る
」
重

み

が
あ
る
。

ま
た
、
土
方
さ
ん

の
記
述

の

「
偽

り
の
な

さ
」

は
、

五
〇
年
後
に

サ
タ

ワ
ル
島

で
調
査
を

お
こ
な

っ
た
私

の
経
験

で
も
実
証

さ
れ

た
。
土

方

さ
ん
の
仔
細
な
観
察
と
島

の
人
び
と
と
の
真
摯

な
か
か
わ
り
あ

い
の
も
と

で
あ
み
だ
さ
れ

た
こ
の
生
活
記
録
は
、
「
民
族
誌
」

の
条
件
を

十

分

に

そ
な
え
て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き
る
。

し
た
が

っ
て
、
私

は
、
土
方
さ
ん
を

「
民
族
誌

家
」

と
位
置
づ
け

た
い
。

土
方

さ
ん
を

「
民
族
誌
家
」
と
位
置
づ

け
た
が
、

こ
こ
で
、

民
族
誌
ど
民
族
学

(文
化

人
類
学
)
と

に

つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
て
お
こ
う
。

民
族

誌
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

(
現
地
調
査
)

に
よ

っ
て
収
集
し

た
資
料

に
基
ず

い
て
作

成
さ
れ

る
、
特
定

の
社
会
と
文
化

に

つ
い
て

の

記

述

で

あ

る
。
そ
れ
に
た
い
し
、
民
族
学

は
、

諸
民
族
の
文
化
を
比
較
研
究
し
、

一
般
理
論
な

い
し

モ
デ

ル
に
よ

っ
て
異
文
化
を
解
釈
す
る
学
問
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
民
族

学
の
基
礎

は
、
多
く

の
研
究
者
の
手

に
よ
る
個
別
社
会

の
民
族
誌

に
あ
る
。

民
族
学

の
現

地
調
査

は
、
自
分

の
文
化
と
は
異
な
る
ほ
か

の
文
化

で
実
施
す

る
こ
と
が
伝
統
と
な

っ
て
い
る
。

言
語
、
制
度
、
慣
習
、
観
念
な
ど

の
異
な
る
文
化

に
お
い
て
、

そ
れ
ら
を
把
握
し
、
民
族
学

の

こ
と
ば

(
学
術
的
用
語
)

で
書
き
表
わ
す
に
は
、
研
究
者
自
身

に
身
体
的
試
練

は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、

深

い
洞
察
力
と
想
嫁
力
、
体
系
的
な
構

成
力

が
要
求
さ
れ
る
。

イ
ギ
リ

ス
の
人
類
学

者
、

エ
ヴ

ァ
ソ
ス
ーー
プ
リ

チ
ャ
ー
ド

(
国
く
P
ロ
ω-℃
比
けOゲ
拶
H畠
噂
じo
°
団
')
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
人
類
学
が
目
的

と
す

る
異

文
化
理
解
と
は
、
基
本
的

に
は
、
文
化

の
翻
訳

の
問
題

で
あ
る

〔
エ
ヴ

ァ
ソ
ス
ーー
プ

リ
チ
ャ
ー
ド

一
九
七
〇

"
二

二
〕。
異
な
る
社
会
文
化

の
諸
現
象
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を

翻
訳
す

る
作
業

は
、
単
な
る

こ
と
ば

の
置
き

か
え
だ
け
で
な
く
、
そ

の
社
会

の
も

つ
分
類
体

系
、
行
動
規
範
、
価
値
観

か
ら
、

象
徴
や
比
喩

な
ど

の
言
語
表
現

に
い
た
る
ま

で
の
、
総

合
的

理
解
を
前
提
と
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
点

か
ら
判
断
し

て
も
、

土
方

さ
ん

の

『
流
木

』
お
よ

び
本
書

は
、
質

・
量

と
も

に
、

「
本
物

の
」
民
族
誌
と
み
な

せ
る
。

し

た
が

っ
て
、
土
方
さ
ん
は
民
族
学
の
専
門
家

で
は
な

い
け
れ
ど
も
、

民
族
誌

家
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

る
。

私
事
に
わ
た
る
が
、
私

は
、

ま
だ
大
学
院
生

で
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア

で
の
調
査
を

計
画

し
て
い
た

一
九
七
四
年

の
春
に
、

土
方

さ
ん
の
お
宅

に
お
邪
魔

し
た

こ
と
が
あ

る
。

そ
れ

は
、

土
方

さ
ん
か
ら
南
洋
群
島

の
文
献

や
パ
ラ
オ
や
サ
タ
ワ
ル
の
お
話
を
う

か
が
う

こ
と
が
目
的

で
あ

っ
た
。
土
方
さ

ん

は
、

日
本
統

治
時
代

の
日
本
の
人
類
学

者
の
研
究
方
法

に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
、

「学

者
の
仕
事

は
、

島

の
人
び
と

の
考
え
を
重
視

せ
ず

に
自
分

の
頭

で
も

の
を
書

い
て
し
ま
う
」

と
も

の
静

か
に
語
ら
れ
た

の
を
今

で
も
鮮

明
に
お
ぼ

え
て

い
る
。

こ
の
こ
と
ば

は
、
や
や
も
す
る
と
既
成
の
理
論
を
適

用
し

て
調
査
地
の
事

象
を
把
握

し
よ
う
と
す
る
、
民
族
学

の
専
門
家

に
た

い
す

る
民
族
誌

家
の
立
場

か
ら

の
批
判
と
も
う
け
と
れ
る
。

私

は
、
土
方
さ
ん
と
お
会

い
し
て
か
ら
四
年
後

(
一
九
七
八
年
)
に
、
念

願
か
な

っ
て
サ
タ
ワ
ル
島

で
調
査
を

お
こ
な
う

こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
と
き

の
調
査
テ

ー

マ
の

一
つ
は
、

「
サ
タ

ワ
ル
社
会

の
文
化
変
化
」

で
あ

っ
た
。

土
方

さ
ん

の
著
書

や
論
文

に
描

か
れ
た

一
九
三
〇
年
代

の
サ
タ

ワ
ル
社

会
や
人
び
と

の
考
え
が
、
五
〇
年
後

に
ど

の
よ
う

に
変

っ
た

か
を
逐

一
聞
き
だ
し
て

い
っ
た
の
で
あ

る
。

そ

の
さ

い
に
驚

い
た

こ
と
は
、
土
方

さ
ん

が
記
述
し
た
事
項

は
も
ち
ろ
ん
、

固
有
名

で
登
場
す
る
人
物

の
系
譜
お
よ
び
彼

ら
の
生
活
史
に
、

一
つ
の
く

い
ち
が

い
を
も
発
見
す
る
こ
と
が

で
き

な

か

っ
た
点

で
あ
る
。

こ
の
記

載
さ
れ

た
内
容

の
詳
細
さ
と
正
確
さ
は
、

土
方

さ
ん
が
サ
タ

ワ
ル
語
を

「
第

二
の
母
国
語
」
と
し
、

「
サ
タ
ワ
ル
人

に
な

り
き

っ
て
い
た
」
と

い
う
事
実
を
如
実

に
も

の
が

た
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

私

は
、

一
九
七
九
年

か
ら
八
〇
年

に
か
け
て
、
約

一
〇
か
月
間
、

国
立
民
族
学
博
物
館

の
石
森
秀
三
助
手

と
秋
道
智
彌
助
手
と
と
も

に
、
再
度

サ

タ

ワ
ル
島

で
民
族
学

の
総
合
調
査
を
続
け
た
。

そ

の
調
査
期
間
中

は
い
う

に
お
よ
ば
ず
、

現
在
進

め
て

い
る
成
果

の
ま
と
め
や
、

『
サ
タ
ワ
ル
語
-

英
語
辞
典
』

の
編

纂
に
お
い
て
も
、

わ
れ
わ
れ
は
土
方

さ
ん

の
著
書

と
論
文
を

「
座
右

の
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て

参
照

さ
せ
て
い
た
だ
い

て

い
る
。

最
後

に
、

日
本
統
治
時
代

の
南
洋
群
島

で
調
査
に
従

事
し
た
研
究

者
の
業
績
を
紹
介

し
な
が
ら
、

土
方
さ
ん

の
民
族
誌
家
と
し
て
の
立
場
を
位
置

づ
け
て
み
た
い
。

こ

の
時
期
を
代
表
す
る

の
は
、

『
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
民
族
誌
』
を
著

し
た
松

岡
静
雄
、

『
南
洋
群
島
』

の
矢
内
原
忠
雄
、

『
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
風
土
と
民
具
』

の
染
木
煎

と
、
民
族
学

の
近
代
理
論
と
方
法
を
身

に

つ
け
た
民
族
学

者
、
杉
浦
健

一
な
ど

で
あ
る
。

松
岡
は
、
南
洋
群
島
を
巡
航

し
た
が
、
南
洋
庁

の
役
人

か
ら
提
供
さ
れ
た
現
地
資
料

と
既
往

(
ド
イ
ッ
)

の
文
献
と

に
よ

っ
て
、

著
書

を
ま
と
め

て
い
る
。
そ
れ

は
、
島

々
の
歴
史
、

社
会
、

信
仰
、

衣
食
住
、
民
具
な
ど
を
多

面
的

に
網
羅
し
て

い
る
が
、
記
述
内
容

に
奥
が
な
く
、
「
民
族
誌
」

と

い
う
よ
り
は

、ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
民
族
学

の

「
概
説
書
」

の
性
格
が

つ
よ
い
。

矢
内

原
は
、
政
府

の
依
嘱
を
う
け

て
現
地
住
民

の
近
代
化
と
日
本
人
の
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南
洋
進
出

の
問
題
を

テ
ー

マ
に
、
南
洋
群
島

で
二
度

の
調
査
を
実
施

し
た
。

し
か
し
、
そ

の
著
書
は
、
現
地

の
生

の
資
料
が
生

か
さ
れ

て
お
ら
ず
、

南
洋
庁

の
役

人
、
教
師
、

医
師
、
牧
師
な
ど

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
文

献
に
よ
る
記
述

で
占

め
ら
れ

て
い
る
。

そ
れ
に
た
い
し
て
、
画
家

の
染
木

は
、

半
年
間

に
わ
た

っ
て
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
を
旅
行
し
、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
民
具
類

の
徹
底
し

た
収
集
と
、

ス
ケ

ッ
チ

つ
き

の
記

録
を

残
し
て
い
る
。

こ
の
著
書
は
、
現
在

で
は
、

消

え
失

せ
た

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
多
く

の
物

資
文
化
を
知
る
う
え

で
欠
く

こ
と

の
で
き
な

い
貴
重
な

「
資
料
集
」
と
な

っ

て
い
る
。

(4
)

杉
浦
は
、
当
時
、
国
際

学
界

の
理
論
的

主
流
を
な
し

て
い
た
機
能
主
義

の
立
場

か
ら
、

ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
研
究

に
本
腰
を
入
れ
た
。

一
九

三
七
年

か

ら
四

一
年

に
か
け
て
、
南

洋
庁

の
嘱

託
と
し
て
パ
ラ
オ
、

ヤ

ッ
プ
、
ポ

ナ
ペ
、

マ
ー

シ
ャ
ル
な
ど

で
、

呪

術

・
宗
教
、
社
会

・
政
治

組
織
、
土
地
制

度
や
漁
法

な
ど

の
調
査
を
意

欲
的
に
続
け
た
。

そ
の
成
果

は
、

二
〇
編
余

の
論
文

に
発
表
さ
れ

て

い
る
。

そ
れ
ら

の
内
容
は
、

個

々
の
テ
ー

マ
別

に
、

体
系
的
論
理
性
を
追
求
し
た
も

の
で
あ
る
。

と
く

に
、

パ

ラ
オ
と
ポ
ナ
ペ

の
土
地
制
度
を

あ

つ
か

っ
た

「
南
洋
群
島
原
住
民

の
土
地
制
度
」

は
、
詳
細

な
事
例

の
分
析

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
記
述
内
容

の
事
実
関
係

に
あ

い
ま

い
な
個
所
が
あ

る
も

の
の
、
今

日
に
お
い
て
も
利
用

で
き
る
報

告

書

と

い
、兄
よ
う
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、

杉
浦

の

一
連

の
業

績
は
南
洋
群
島

の
家
族
、
親
族
や
村
落
構

造
を
ひ
ろ
く
オ

セ
ア

ニ
ア
諸
社
会

の
そ
れ
ら
と

の

比
較
に
よ

っ
て
把

握
し
た
点

で
、

民
族
学
的

に
高
く
評
価

で
き
る
。

ま
た
、
今
西
錦
司
を
隊
長
と
す
る
京
大
地
理
学
会

の
ポ
ナ
ペ
島
調
査
も
注
目
さ

れ
る
。

わ
ず

か
二
か
月

の
調
査

で
は
あ

る
が
、

五
人

の
研
究

者
の
手

に
よ
る
調
査

の
成
果
は
、
『
ポ
ナ
ベ
島
ー

生
態
学
的
研
究
一

』

に
結

実
し

て
い
る
。

以
上

で
の
べ
て
き
た
研
究

は
、

い
ず
れ
も
現
在

の
民
族
学

の
現
地
調
査
の
期
間

か
ら
み
れ
ば
、

か
な
ら
ず
し
も
十
分

な
も

の
と

は
い
え
な

い
。
ま

た
、
民
族
学
の
原
点

で
あ

る
民
族
誌
と
し
て

の
内
容
に
お

い
て
も
、

個
別
社
会

の
文
化
要
素

を
全
体
的
に
把
握

し
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
。
そ
れ

ら

の
こ
と
か
ら
、
特
定
社
会

で
の
調
査
年
数
と
報
告
書

の
記

述
内
容

お
よ
び
構
成

の
点

で
も
、

土
方

さ
ん
の
業
績

の
占

め
る
位
置
は
、
お

の
ず

と
お

(5
)

し
は
か
る

こ
と
が

で
き

よ
う
。

ま
た
、

オ
セ
ア

ニ
ア
に
限

ら
ず
世
界

の
特
定
民
族

に
つ
い
て
の
日
本

の
民
族
学
者
の
手

に
よ
る
数
年
間

の
調
査
に
も

と
つ
く
総
合
的
な
民
族
誌

は
、
現
在

に
お
い
て
も
そ
れ

ほ
ど
多
く

は
な
い
。
そ

の
意

味

で
も
、

本
書

は
学
界

の
貴
重

な
共
有
財
産

で
あ
る
。

解 説

(
1
)

土
方

久
功

の
年
譜
お
よ
び
芸
術
作
品
、

詩
集
、

随
筆
集

な
ど
の
成
果

は
、
『同
時
代
』
三
四
号
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
氏

の
芸
術
家
と
し
て

の
立
場
も
、
前
書

や
岡
谷
公

二
の

『島

の
精
神
誌
』
等

で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

宇
佐
美
英
治

〔
一
九
七
九
〕
、
岡
谷

公
二

〔
一
九
八

一
〕
参
照
。

(
3
)

筆
者

は
、
『
サ
テ

ワ
ヌ
島

民
話
』

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
民
話
と
筆

者
の
収
集

し
た
資
料
と

の
比
較
を
試
み
た
こ
と
が
あ

る

〔須
藤

一
九
八
〇
〕、

ま
た
、
吉
田

敦
彦

は
、
神
話
学

の
立
場

か
ら
土
方
さ
ん
の
採
集

し
た
神
話

の
分
析
と
考
察
を
お

こ
な

っ
て
い
る

〔吉

田

一
九
七
九
〕。
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(
4
)

杉
浦
健

一
の
年
譜
お
よ
び
業
績
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
泉
靖

一
〔
一
九
五
四
〕、
祖
父
江
孝
男

〔
一
九
七
六
〕
に
詳
し
い
。

(
5
)

石
川
は
、

『
日
本
民
族
学
の
回
顧
と
展
望
』

の
な
か
で
、

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
調
査
研
究
の
歴
史
と
研
究
者
個
々
の
業
績
を
論

評
し
て
い
る

〔
石
川

一
九
六
六
〕。
そ
の
な
か
で
、
石
川
は
、土
方
さ
ん
が
、

一
九
六
〇
年
以
降
報
告
書
を
だ
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

「な
お
豊
富
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
所
有
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が

(中
略
)
絶
え
て
こ
れ

(報
文
)
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
、
学
界
の
そ
の
よ
う
な
要
望
に
こ
た
え
る
民
族
誌
で
も
あ
る
。

40Z

文

献

石
川

栄
吉

一
九
六
六

「
民
族
学
的
地
域
研
究

の
発
展

・
オ

セ
ア

ニ
ア
」
『
日
本
民
族
学

の
回
顧

と
展
望
』
日
本
民
族
学
会
編

三
四
二
i

三
四
九
頁
。

泉

靖

一

一
九
五
四

「
故
杉
浦
健

一
教
授
と
人
類
学
・
民
族
学
-

追
悼
と
評
伝
ー

」
『民
族
学
研
究
』
一
八
巻
、
二
六
六
ー
二
七
二
頁
ゆ

今
西

錦
司
編

一
九
四
四

『
ポ
ナ
ペ
島
丁ー
ー
生
態
学
的
研
究
」

』
彰
考
書
院

(
一
九
七
五
年
講
談
社

よ
り
覆

刻
)
。

宇

佐
見
英
治

一
九
七
九

「
土
方
久
功

の
彫
刻
」
『
同
時
代
』

三
四
号
、

二
二
六
ー

一
四
三
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
。

牛
島

巌

一
九
七
九

「
土
方
と

サ
タ

ワ
ヌ
島
」
『
同
時
代
』

三
四
号
、

一
六
四
ー

一
六
八
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
。

エ
ヴ

ァ
ン
ス

腿
プ
リ
チ

ャ
ー
ド
、

E

。
E

一
九
七
〇

『
人
類
学
入
門
』
(
吉
田
禎

吾
訳
)
弘
文
堂
。

岡
谷

公

二

一
九
八

一

『
島
の
精

神
誌

』
思
索
社

O
o
a
o8

¢
σq
F

毛
゜
口
゜
鋤
&

震

冠o
°。窪

ω
轟

冨

一
り
c。
O

早

§
§

も

軋

執罫

b
ミ
蝋§
翁
遷

"
℃
琶

巴
包
9

鰐

〉
ヨ
臼
一。9。
旨
℃
乞

o
ω8
ぼ
。
巴
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須
藤

健

一

 一
九
八

一

「
カ

ヌ
ー
と
航
海

に
ま

つ
わ
る
民
話
ー

ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア

・
サ
タ
ワ
ル
島

の
伝
統
的
航
海
術
の
外
延
I
I
」
『
国
立
民
族
学
博
物

館



研
究
報
告
』
六
巻
四
号
、

六
三
九
-
七

六
六
頁
。

杉
浦

健

一

一
九
四
四

「
南
洋
群
島
原
住
民

の
土
地
制

度
」

『
民
族
研

究
所
紀
要

』
第

一
冊
、

一
六
八
ー
三
五
〇
頁
。

祖
父
江
孝
男

一
九
七
六

「
杉
浦
健

一
ー

ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
研
究

の
先
駆

者
1

」
『
社
会
人
類
学
年
報

』
二
巻
、

一
四
二
i

一
五

八
頁
、
弘
文
堂
。

染
木

煎

一
九
四
五

『
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
の
風
土
と
民
具
』
彰
考
書
院
。

松
岡

静
雄

一
九

二
五

『
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
民
族
誌
』
岡
書
院

(
一
九
四
三
年
、
岩
波
書
店

よ
り
再
刊

)
。

村

上

光
彦
編

一
九
七
九

『
同
時
代

三
四
号
1
⊥
特
集

・
土
方

久
功
1

』
法
政
大
学
出
版
局
。

矢
内

原
忠
雄

一
九
三
五

『
南
洋
群
島

の
研
究

』
岩
波
書
店
。

吉

田

敦
彦

一
九
七
九

「
サ
テ

ワ
ヌ
神
話

の
オ
イ
デ

ィ
プ

ス
と

ウ
ラ
ノ
ス
」
『
同
時
代

』
三
四
号
、

一
五
七
-

一
六
三
頁
、
法
政

大
学
出
版
局
。
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